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福岡県病院協会役員30年間を顧みて
前 公益社団法人福岡県病院協会　監事
前 一般社団法人福岡県社会保険医療協会　会長 吉村 恭幸

わたくしは公益社団法人福岡県病院協会（以
下県病協とする）の理事として昭和 63 年 4 月
1 日（当時 54 歳）から、平成 30 年 6 月 26 日
まで、また平成 30 年 6 月 26 日より令和元年 6
月 30 日まで監事を務めてまいりました。財団
法人福岡県社会保険医療協会（以下県社保協と
する）の社会保険筑豊病院、すなわち現在の社
会保険直方病院長の成富房美先生の後任理事と
して、成富先生の推薦を受けて就任致しまし
た。小生は県社保協の社会保険田川病院長とし
て、また県社保協 7 病院の代表として就任しま
した。

社会保険田川病院では、地域がん診療連携拠
点病院（平成 17 年 1 月）、更に管理型臨床研修
病院（平成 19 年 9 月）など国の指定を受け、
地域の中核病院として期待される機能の充実し
た病院作りに努力してきました。

平成 20 年 10 月には、県社保協の会長に就任
し県病協の理事を務めてきましたが、令和元年
6 月に県社保協を退任に伴い、県社保協の会長
並びに県病協の監事を辞任致しました。

　病協栄養管理委員会

栄養管理委員会に関わるようになったのは、
脳神経外科医である小生が、中大脳動脈血行不
全の患者さんに頭蓋外の浅側頭動脈を吻合する
手術を行っていた時でした。径 1mm の脳血管
への吻合術を行うため、術後に吻合部の血流を
良くし、閉鎖しない様にし、術後の成績を良く
するためには、患者さんの食生活習慣が長年月
にわたり非常に重要となります。従って、吻合
術後の患者さんには動脈硬化を予防し、血液の
流れを良くするため、栄養士さんによる患者さ
んの日頃の食事、運動、生活習慣等の生活指導

が必要であります。病気の治療や予防の領域で
は食事による効果は大きく、病院栄養士の役割
が大きいと思い、県病協理事として栄養管理委
員会担当を希望しました。当時栄養指導の業務
は、診療報酬上認められていなかったので、栄
養管理研修会では管理栄養士さんの参加が少な
い状態にありました。しかしその後、管理栄養
士さんの診療報酬が 20 点と認められる様にな
り、管理栄養士さんの参加も増加し、現在は研
修会出席者の 70 ～ 80％を管理栄養士さんが占
める様になりました。出来るだけ多くの栄養士
さんを中心にして看護師、薬剤師等々の関係者
に参加してもらうために、参加者に次回どの様
なテーマの研修内容を希望されるかのアンケー
ト調査を行いました。アンケートで求められて
いるテーマを取り上げることで、日頃の食事の
献立や患者さんへの栄養指導に役立つようにし
ました。栄養士さんが栄養業務内容を充分に理
解し積極的な業務の拡大へつながるように考え
ました。また、研修会の内容が各医学会で話題
にされている内容から遅れない様に努力しまし
た。栄養士さんの業務が診療報酬の改定で段階
的に点数が付き、徐々に高くなっていったこ
と、NST（Nutrition Support Team） 活 動 が
認められたことにより、医師、看護師、薬剤師
等とのチーム医療が活発となってきました。ま
た、各職種の学会活動も盛んになり、学会等に
よる資格制度が拡がっていったので、県病協で
も、福岡県栄養士会生涯教育実務研修 3 単位、
日本糖尿病療養指導士の 3 単位、病態栄養学
会認定管理栄養士 2 単位、病態栄養学会 NST
コーディネーター 1 単位等と 7 種の単位が取れ
る様になり、各学会等に各研修会の内容を申請
して、研修会参加者が増加するようになりまし
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た。栄養管理委員会の委員に元福岡大学病院栄
養部技師長の秀平キヨミさんや元国家公務員共
済組合連合会浜の町病院栄養課長の大部正代さ
んらが指導的立場で参加され、二人とも退職さ
れた後、大学教授に成られました。大部さんは
日本病態栄養学会の会長を務められるなど、栄
養管理委員会の発展に大きく貢献されました。
栄養管理研修会の参加人員を増やすため、医療
と介護に関わる施設と非会員施設に呼びかけ、
後援の組織を増やすことにしました。例えば、
一般社団法人では福岡県歯科医師会、福岡県臨
床衛生検査技師会、公益社団法人では福岡県栄
養士会、看護協会、薬剤師会、理学療法士会、
介護支援専門員会、介護老人保健施設協会等へ
拡げました。チーム医療が進み医療機関は勿
論、介護施設でも摂食嚥下障害には歯科、口腔
外科医師、歯科衛生士、言語聴覚士までチーム
の中に入って来ました。地域での糖尿病診療で
は、他の診療施設の同業者や行政や社会福祉協
議会の方々等を含めた多職種の連携が始まって
います。研修会の開催に当たっては、栄養委員
会のメンバーを中心に充分なＰＲを各方面に
行う必要があります。各学会等の資格を持っ
た人の資格の維持と発展がしやすい様に、ま
た NST 業務の拡がりを推進するため、各施設
で計画的な研修会への出席を促す協議が必要で
す。県病院協会のホームページでも研修案内を
PR して行くこととしました。各施設における
NST 活動を推進し患者さんの栄養に適した食
事をすすめる事は、施設の収入の増加にもつな
げることが出来ます。各施設でも栄養士さん自
身の学習が進み、他のチーム医療のメンバーの
中での栄養士さんの存在価値が上がり、増収に
もなり、患者さんからの信頼が高まって行くこ
とになります。また、栄養研修会の参加者が増
え、研修内容の質の向上につながって行きまし
た。栄養管理委員会として研修内容のテキスト
を作成し、一冊が 70 ～ 80 頁のものを出席者に
配布しました。委員会を担当した私としては、

その内容が出来るだけ栄養士の実務に役立つも
のとするため、講師の方への内容の追加をお願
いしたこともありました。

小生は平成 4 年 9 月より平成 12 年 10 月ま
で福岡県教育委員に任命され、8 年間務めまし
た。平成 10 年 4 月より病院の建築等と医師会
理事、県教育委員としての役割等が多忙とな
り、栄養管理担当理事を他の理事へ担当しても
らいました。平成 12 年 10 月県教育委員の任期
が終わった時、栄養管理委員の栄養士さん達の
要望で、平成 3 年より再び担当理事を務める様
になりました。私が監事を務めた平成 30 年 6
月より栄養管理委員の方々の希望で顧問として
残ることになり、大変嬉しいことでした。

NST の対象患者さんに対して、DPC 病院等
転移施設の医師や医療スタッフに入院中の栄
養提供内容のレポートが提出されることは、転
移した施設の栄養士さんへその情報が伝えら
れ、地域の全体の栄養士さんの質の向上へとつ
ながって行きました。栄養管理委員会の担当理
事を務めていただいた飯田三雄先生と委員を
務められた皆様の大変なご苦労に心から感謝
致します。

　療録管理研究研修委員会

診療録管理研究研修会は浜の町病院長だっ
た兵働貞夫先生が昭和 45 年に作られました。
福岡県は非常に早くから活動が進められてい
て、診療録が重要視されており診療録管理研究
研修会が県病協の研修会として、通常は福岡
市で開催されていました。しかし、私は平成 2
年に診療録管理研究研修会の 20 回研究会を社
会保険田川病院で開催しました。その当時の管
理担当理事は九州中央病院長の武谷　溶先生
で、社会保険田川病院に来ていただきました。
小生は、社会保険田川病院で昭和 61 年から診
療録管理に電算化をすすめたので、他の病院よ
り一歩前を行く診療録管理を行っており、田川
市で開催することになったのです。その内容は

診
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疾患の理解のために脳神経外科専門医の小生
が「脳卒中」を、整形外科医長田中秀武先生に
「整形外科・診断学の概要」を話していただき
ました。そして、安川情報システム KK の課長
さんから「病院管理システムと IT 化」の説明
と講義が行いました。社会保険田川病院の診療
録管理室主任の高橋力氏による「診療録管理室
紹介及び見学」が行われました。当時は診療録
管理士を増加させることが必要な時代であり
ました。診療録管理は医療の中で必要なデータ
を集め、医療の質を上げていく重要な業務であ
ります。患者さんの医療情報開示の考え方が起
こってきたり、かかりつけ医と地域の病院が円
滑な連携を進めていくためにも、診療録管理の
充実が求められるようになってきました。福岡
県は診療録管理が進んでいたので、病院機能評
価を受ける率が兵庫県に次いで高い状態でし
た。また、診療録管理が、がん登録等にも役立
ち、社会保険田川病院が平成 17 年 1 月に地域
がん診療連携拠点病院の指定を受けること等
にも役立ちました。

　民公開医療シンポジウム

公益社団法人の県病協では公益事業として福
岡県全体で福岡県の医療について考える活動と
して県民公開医療シンポジウムを行ってきまし
た。平成 19 年 11 月に第 1 回が「みんなで考え
る福岡県の医療」をテーマに行われました。毎
年開催時に小生は参加してきました。平成 21
年10月に、第3回シンポジウムがテーマ「ストッ
プ・ザ・医療崩壊Ⅱ～地域の医療は地域で支え
る～」と題して聖マリア病院長藤堂景茂先生の
企画で久留米市にて開催されました。この時す
べての座長を小生が務めました。基調講演を東
大名誉教授の宇沢弘文先生に、「社会的共通資
本としての医療」と題してお願いしました。市
民の健康を維持し疾病、傷病からの自由を図る
ためのサービスを提供するもので、医療を社会
的共通資本として考えるとき「政府」は全ての

市民が保健・医療にかかれる基本的なサービス
の供与を享受できるような制度を用意する責務
を負うことになる、との考えで行うべきであ
る」「社会的共通資本としての医療制度という
視点からは、医療の経済的大きさではなく、そ
の実質的内容が問題とされなければならない」
と述べられました。当日のシンポジウムのテー
マは小児医療の崩壊に対して 4 人の講師に話し
てもらいました。

1）「地域が守る医療 ～県立柏病院の小児科
を守る会の取り組みから見えること～」　

丹波新聞　足立智和 氏
2）「久留米広域小児救急医療事業の意義とそ

の成果」
久留米小児科医会会長　井上謙吉 氏

3）「地域全体で医師を育成する」
久留米大学医学教育学教授　神代龍吉 氏

4）「医療再生 ～厚生労働省の取り組み～」
厚生労働省 医政局
医師臨床研修推進室長　田原克志 氏

その後に県民参加による総合討論を行いまし
た。参加人員 364 名で、一般参加者よりの発言
もあり、盛会で終了することが出来ました。地
域の小児医療は可能なだけその地域の小児科医
を中心に協力し合って対応することが必要であ
ります。第 3 回の県民公開医療シンポジウムの
後は、県病院協会に会のための委員会が出来て
県病院協会の公益事業は定着してきました。現
在は、開催の担当地域と担当者、テーマの選
定、問題点、講演される講師と内容、ポスター
等も理事会に報告される様になりました。シン
ポジウムに参加する県民の皆さんをどのように
集めるかが問題であり、テーマに関係する組織
や人々に PR を充分に行う必要があると思われ
ます。県民や患者さんの視点に立った、地域の
医療に役立つ様な参加者の集め方を考えておか
なければならないと思います。この県民シンポ
ジウムこそ「社会的共通資本としての医療」の
考え方が生かされねばならないと考えます。

県
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県民公開医療シンポジウムが主担当理事と委
員会の理事の方々のご苦労で立派に行われてい
ることは県病協として非常に喜ばしいことで
す。本年度は第 13 回目となり「令和を健やか
に生きよう」のテーマで北九州市で開催されま
した。

　域医療構想

福岡県構想区域医療構想調整会議設置要綱が
制定されたのが平成 27 年 10 月 19 日でありま
した。県病協ではそれ以前から協会の執行役員
を中心に 8 名の委員で地域医療構想に対する委
員会が出来ていました。小生も、県社保協の 7
病院の代表として委員をしていました。福岡県
の地域医療構想に従って県病協も 13 の構想区
域にそれぞれ推選調整委員を決めて対応しまし
た。当時田川地域の調整委員として小川福岡県
知事より辞令を受け、調整業務に当たってきま
した。各地域医師会の先生方との連携を密に
し、地域の医療の充実を図っていきたいと思い
ます。

　療安全管理

県病協では上野道雄顧問を中心に福岡方式
と云われる医療事故、医療安全対策が機能して
います。私共県社保協では、医療事故の時は各
委員の先生方に大変お世話になりました。医
療の安全を確保し、医療事故の再発防止に向け
て、事故当事者に温かく接して頂き、事故の内
容、原因について、種々の指導をして頂きまし
た。対策委員会で取り上げて頂き、病院内の医
療事故対策のシステム化が進み、県社保協７病
院による「医療協会医療安全推進ネットワーク
委員会」を立ち上げ、事故の報告とその分析等
を行い、再発防止や転倒・転落の減少につなが
りました。県病協の医療安全の活動は全国的に
良い結果をもたらし、福岡東医療センター名誉
院長の上野道雄顧問の功績に大変感謝致して

おります。
平成 3 ～ 4 年頃の県病協の理事は 15 ～ 16 人

でしたが、欠席される理事もおり当時の理事会
の出席者は現在の約半数位でありました。現在
の理事会の様に選挙が必要でなかった状態でし
た。県病協の会員は、公的、私的病院や救急 2
次、3 次病院と慢性期の病院、診療内容も雑多
の診療科で病院医療のあらゆる問題を持った会
員の集まりであります。

患者さんの数と診療収入からすると、病院の
取り扱い数が多いだけに、現在の医療の変革か
らすると理事会の参加数も増加するものと考え
られます。

また県病協の重要な公益事業の研修事業も増
加し、参加者も増えています。最近では地域完
結型医療の推進、地域包括ケアシステムの構築
に向けて地域医療構想のもとに地域医療体制を
築こうとしています。しかも、医師の働き方改
革、専門医制度、医師、看護師等の人材不足、
医学教育の在り方の変化の中での病院運営管理
が必要とされているだけに、県病協に対する期
待は大きくなっています。厳しい診療報酬改定
の中で行わねばならないことであり、各地域医
療病院や、病院関連団体との連携、地域住民の
理解と協力体制が必要です。

県病協に対しては災害時医療対策の推進や
AI 化など情報技術の発展が求められていま
す。また、各病院は地域における医療・介護の
総合的な確保を図ることが期待されています。
県病協は歩みが遅くてもこのような状況を成し
遂げて行っていると思われます。

在任中、沢山の話題について意見を聞くこと
ができ、色々と学習させて頂いた 30 年間で、
県病協の皆様に感謝しております。県病協が、
今後も県民に対して、色々な状況において、質
の高い医療や介護を充実・発展させられること
を願います。

地

医
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就任のご挨拶

私は 2019 年 2 月 1 日に社会医療法人天神会古
賀病院 21 の病院長に就任いたしました。当院は
217 床の病床で、21 世紀のはじめにあたる 2002
年 9 月に開院しました。久留米市北部宮ノ陣にあ
り、筑後川をはさむ形で位置する西鉄久留米駅東
口の新古賀病院 (242 床 ) とともに、社会医療法
人天神会、古賀病院グループの病院です。当法人
は、その他にクリニック・診療所が４施設、介護
系施設も数施設あり、加えて３年前に看護学校を
設立、今年初めての卒業生を輩出しました。医療・
介護・教育で地域医療を担うことを目的としてい
ます。
当院は、新古賀病院と診療科や機能を補完しあ
いながら、いくつかのセンター機能を備えていま
す。高度な手術を行う整形外科センター、ダビン
チ手術を数多く行う泌尿器科センター、総合的に
癌の診断と治療を行う PET画像センターと放射
線治療センター、多くの症例をもつリウマチセン
ターや 500 名の CPAP 治療を行っている睡眠時
無呼吸センターなどです。
私自身、九州大学呼吸器内科医局から関連病
院である当時の旧古賀病院に就職し勤務 25 年目
になります。また、久留米医師会理事をつとめ
た 5期 10 年で、保険や地域医療、救急などを担
当して、いままでの久留米地区の充実した医療の
すばらしさと問題点、また地域における古賀病院
グループの役割をある程度理解できていたつもり
でした。しかし医療・介護・福祉を取り巻く環境
は目まぐるしい変化をしており、2025 年問題に
向けてもまだまだ更なる創意工夫が必要であるこ
とを痛感しています。2018 年度の病床稼働率は
98％、平均在院日数は 15.4 日で、勤務医やスタッ
フ、紹介・連携いただく医療機関に恵まれている
と感じながら日々の診療をしていますが、同時に
他の会員病院も直面していると思われる共通の問
題点もみえてきます。

まず、外来の待ち時間対策です。専門医・専門
外来を多く有する当院では、整形外科・泌尿器・
耳鼻咽喉科を中心に増加する外来患者対策に、診
察室・待合室の増設・拡充を行ってきました。最
近自動再来受付機の導入を行って、更なる待ち時
間、病院滞留時間の短縮化を目指していますが、
患者さんと職員の両者ともまだその効果が体感で
きていません。次に入院に関しては、2月中下旬
の寒冷期に救急要請が多くなり、新古賀病院がま
ず受入不能となり、続いて当院も満床となること
がこの数年続いています。その結果、当院かかり
つけの患者さんを他地区の病院に入院をお願いせ
ざるおえない状況が起こっています。これはいく
つかの要因が重なっており、なかなか解決できな
いままです。更に、外来・入院が増えると、次に
駐車場問題が発生しました。17 年前の病院開設
時は、こんなに広い駐車場を作ってどうするのか
との声も聞かれましたが、病院敷地内に放射線治
療棟、緩和ケア病棟、老健施設などが設置される
ようになると、一気に駐車スペースが足りなくな
り、特に午前中は駐車場誘導員を配置するだけで
は対応できなくなっていました。ようやく本年４
月に新たに病院東側に 100 台を超える駐車スペー
スを確保できるようになりました。
2019 年度は 12 月に当院としては 5 年ぶり、4
回目の病院機能評価を受審予定です。その結果よ
りも、それに向けて全職員が自らの現状を正しく
評価し、問題点を改善して、医療の質の向上を目
指すプロセスが重要になります。当院の地域での
使命である 365 日リハビリも開始しました。病院
のあるこの久留米市宮ノ陣地区は、古賀病院グ
ループの介護・福祉施設・看護学校が集結してい
ます。地域に根付いた医療・介護・福祉・教育を
提供できるよう職員が共通の目標に向かって努力
していきます。

社会医療法人天神会
古賀病院21　院長

宮川 洋介

Nnew  face
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岩永知秋前院長の定年退職に伴い、2019 年 4
月 1 日付で国立病院機構福岡病院の病院長に就任
いたしました吉田誠です。
私は、平成元年に九州大学を卒業後、九州大学
胸部疾患研究施設（呼吸器内科）に入局し、九州
大学病院、九州厚生年金病院（現、JCHO九州病
院）で研修しました。大学では肺生理研究室に所
属し、大学院では薬理学教室で気道および血管平
滑筋の収縮メカニズムに関する研究をしてまい
りました。2000 年夏からの 2 年間は、カナダの
McMaster 大学呼吸器研究部門に留学し、喘息患
者の末梢血Tリンパ球から産生されるサイトカ
インに関する研究を通して気管支喘息における気
道炎症の機序について勉強させていただきまし
た。帰国後の 2002 年夏から国立療養所南福岡病
院（現、国立病院機構福岡病院）に赴任し、その
後九州大学病院、国立病院機構福岡東病院の勤務
を経て、平成 20 年からは再び福岡病院に戻って、
岩永前院長のもとで呼吸器内科医として診療に励
むと同時に多くの臨床研究にも携わりながら、私
なりに経験を積んでまいりました。
福岡病院は、呼吸器、アレルギー・免疫異常、
重症心身障害医療を特色とした、個性豊かな病院
で、その特色を生かした様々な取り組みを行って
います。呼吸器診療では、内科・外科・小児科が
緊密な連携を取りながら、全年齢を対象に高度急
性期から回復期に至るまで永く患者に寄り添う医
療を実践しています。本年 6月から地域包括ケア
病棟が本格稼働し、全国的にも数少ない呼吸リハ
ビリテーションに特化した病棟として地域医療へ
の更なる貢献を目指しています。アレルギー診療
では、本年 4月から福岡県で唯一のアレルギー疾
患医療拠点病院に指定されたことを機に、アレル
ギーセンターを開設いたしました。アレルギー・
免疫異常の診療に携わるアレルギー科・呼吸器内

科・リウマチ科・小児科・皮膚科・耳鼻科の各診
療科が協力を深めながら、診療の質の向上はもと
より、臨床研究、花粉情報など地域への情報発信、
専門医・看護師・薬剤師・管理栄養士の人材育成
などを通して、福岡県のみならず全国のアレルギー
診療を牽引できる体制の構築と整備に早速取り掛
かっています。重症心身障害医療は、セーフティー
ネットとして公的医療機関が果たすべき重要な役
割と位置付けて、特に超重症・準超重症児（者）
を多く受け入れており、短期入所や通園事業にも
力を入れております。高齢化が加速し今後さらに
多様化する障害者医療のニーズに応え続けていけ
るよう、小児科・内科・外科など各診療科の協力
を得ながら柔軟に対応していくつもりです。
当院の基本理念は「思いやり－病と闘う人への
共感と良質の医療を目指す向上心－」です。拙稿
でご紹介した数々の取り組みも、根底にこの理念
が根付いていなければ決して「病と闘う人」に届
くものではないと信じています。総合病院ではな
いため出来ることが限定されていますが、出来る
ことに対しては全力で取り組み、地域医療さらに
は日本の医療に貢献していく所存ですので、今後
ともご指導ご鞭撻を賜りますよう、どうぞ宜しく
お願い申し上げます。

国立病院機構
福岡病院　病院長

𠮷田 　誠
就任挨拶

Nnew  face
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はじめに

少子高齢化、医学の進歩による診療の高度
化・複雑化、国の社会保障費抑制政策、そして
昨今の働き方改革など病院を取り巻く環境はま
すます困難さを増しています。その中にあって
地域医療を支えていくためには、これらの環境
変化に応じて病院自体も変わっていく必要があ
ると思います。しかし、日常の診療業務に追わ
れる病院の医療者には、日々の業務を改善して
いく気持ちはなかなか生まれこないのが現実で
はないでしょうか。また、人間馴染んだやり方
を変えることには抵抗を覚えるのが普通です。
そこで、常に問題意識を持って変えることが容
易となる体制とこれを基盤として病院じゅうに
改善活動が行われ、変えることができるという
風土をいかに育てていくかがキーポイントと考
えます。当院では、日本の高品質を支えてき
た QC サークル活動を 1992 年に導入し、以降
TQM( 総合的品質管理）の整備を進めて来まし
た。以下に当院の 3 つの改善活動（図 1）につ
いて紹介いたします。

TQM 活動

当院では TQM 活動と呼んでいる QC サーク
ル活動は、当院の象徴的な改善活動であり、改
善文化の基盤となっています。具体的には、現
場スタッフが 5 ～ 10 名程度でチームを組み、
改善手法を学習しながら、自らの現場の課題
に対して 6 ヶ月で改善活動を QC ストーリー
に沿って進めていきます。QC ストーリーは、
1960 年代日本で開発されたこの改善手法で、
あらゆる組織的問題解決のための方法論で、
テーマ選定、現状把握、目標設定、要因分析、
対策立案と実施、効果確認、標準化の 7 つのス
テップからなります。活動メンバーは、この流
れに従って丁寧に進めていくと同時に開かれる
研修と OJT によって力量を上げていきます（図

2）。活動のテーマは病院の方針からブレークダ
ウンされたものから、現場レベルで困っている
問題まで様々で、業務の効率化、コスト削減、
医療安全、サービス向上など多岐にわたってい
ます。

病院管理

変われる組織であるために
―飯塚病院における改善活動―

飯塚病院
副院長 福村 文雄

図１　飯塚病院における改善活動の枠組み 図２　TQM活動の流れ
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Kaizen ワークショップ

2010 年にバージニアメイソン病院（VMMC）
の導入されていたトヨタ生産方式にならい、徹
底的にムダを省き患者への価値向上を意識した
病院マネジメントと改善活動の推進を行ってい
ることに大きな刺激を受け、当院でも同様の活
動を始めることとしました。

Kaizenワークショップ（KW）は「患者（顧客）
価値を意識した改善活動」で、メンバーが 2 日
間通常業務から離れて改善活動に取り組む機会
を設けているのが大きな特徴です。具体的には
テーマ選定・現状把握・問題抽出に 4 週間かけ、
対策のアイデア出しからシミュレーションを 2
日間で行います。そしてシミュレーションの結
果、有効と判断した対策を 1 ヶ月以内に完了さ
せ、その後の標準化と効果管理を行うという流
れとなっています。「患者の経験」に着目して、
患者にとって価値がある時間かどうかを判別し
ムダを可視化する点が大きな特徴です。また作
業分析図を用いてプロセスに関わる関係者全員
で可視化し、患者の価値と問題点を共有できる
メリットがあります。取り扱うテーマは待ち時
間の短縮、在庫管理、業務の効率化など様々な
問題に挑戦しています。

Everyday Kaizen

Everyday Kaizen は、現場スタッフが身近
にある改善のアイデアを取り上げ、現場管理職
の支援を受けながら実現していく改善活動で、
いつでもどの現場でも新人からでも手軽に行え
ることが特徴です（図 3）。1 ヶ月程度で完了で
きるテーマが対象ですが、問題点を明らかに
し、計画をたて実施し、効果を示すといった
基本的な PDCA を理解し実践できる機会であ
り、小さな自己実現も体験できるように報告
フォーマットが工夫されています。提出された

EK は誰でも自由に閲覧でき，優秀事例には院
長からの表彰も用意されています。2014 年か
ら現在まで 1800 件あまりが登録されるに至っ
ています。

支 援 体 制

当院では改善推進本部 (KPO) という専任部
署が設置されています。現在 6 名の多職種専従
職員（看護師、診療放射線技師、ソーシャルワー
カー、事務職）が、上記 3 つの改善活動を支援・
指導する他、改善ツールの開発、改善活動の運
用と管理を担い、ISO 認証や文書管理、クリニ
カルパスの事務局としても活動しています。ま
た、現場に改善意識を維持していくのにトップ
のコミットメントは欠かせません。当院では、
オーナー、院長や各部門長は、TQM 活動のキッ
クオフや発表大会、改善活動発表会などに出席
し、活動チームを激励していくことが大事と考
えています（図 4）。

図３　ある検査技師のEveryday Kaizen報告

図４　改善活動実施中の院長訪問
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お わ り に

より良い医療を限られた社会保障費で提供し
ながらも、働き方改革を推進していけという社
会情勢では、病院といえども生産性の向上を考

えていかねばなりません。新しい治療やサービ
スなど常に変化していく医療現場においては、
一人でも多くの職員が改善マインドを持つこと
と変えていける現場環境としていくことが何よ
り重要と考えています。

2018 年度から急性期の病棟から部署異動と
なり通所リハビリテーション（以下ディケア）
の管理者となった。病棟では管理補佐という立
場で管理者と病棟運営に取り組んでいたが、今
回の異動で管理者となり部署運営を担ってい
る。病棟からディケアへの異動は、対象者や配
属職種の違い、医療保険と介護保険の違いなど
戸惑うことばかりであった。しかし、ディケア
という在宅に関わる部署で働くことは看護師と
しての視野を広げキャリアアップに繋がると考
えた。この１年間の取り組みを報告する。

2017 年度ディケアの利用率は 77.9％であっ
た。病院の方針として新規利用者の確保と利用
率増加が示された。対策として通所リハビリ

テーション運営会議を月１回多職種と開催し
た。前月の利用率・現在の状況・新規利用者の
確保状況・部署内の問題抽出と解決策について
意見交換した。多職種と会議を行うことで様々
な問題解決ができた。また、管理者が他部署の
カンファレンスに出席し連携を図るようにし
た。病棟での退院支援カンファレンスに出席し
今後の方向性を確認した。ディケア対象患者・
家族に対してディケア利用を促す働きかけを
行った。その結果、新規利用者の確保ができ利
用率は 87.9％と増加し増収に繋がった。

レクリエーションはディケア利用者にとっ
て１日のプログラムの中で楽しみのひとつで
ある。その為、レクリエーションの活性化のた
めに、シルバー人材センターへレクリエーショ
ンの依頼をした。書道講師の依頼を行い、月２
回水曜日の午後１時間とした。利用者は、「書
道するのは何十年ぶり」との事であったが、意
欲的に取り組まれた。お手本を見ながら季節の
言葉などを書いてもらった。利用者の作品を、
展示することで他の曜日の利用者も興味を示
され、書道教室の開催を月３回とした。年末に

病院管理

通所リハビリテーション
における取り組みと学び

医療法人社団江頭会 さくら病院　看護部
通所リハビリテーション 係長 福田 亜紀子
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は利用者全員に来年の干支を書道で書いても
らった。

福岡市よかトレ体操をディケアで取り組む事
とし、スタッフ２名が研修を受講した。よかト
レ実践ステーションとして登録することで、福
岡市城南区ホームページに掲載された。院内公
開セミナーでも外部の方に参加してもらい、
ディケアでの取り組みを知ってもらう機会に
なった。院内公開セミナーは地域の回覧板にも
掲示されるため、その後体験希望の地域住民の
方も来られた。

広報活動の一環として、正面玄関裏にガラス
３枚分の看板を設置した。看板を設置する事で
外来患者や地域の方にもディケアの存在をア
ピールすることができた。

病棟での看護は、病気の治癒、症状や苦痛の
緩和が中心である。患者が、在宅において、地
域とどのように関わっているのか、家族や周囲
のサポート体制はどうなっているのか把握が不
足していた。在宅での療養を支えるには、様々
な介護サービスやサポートがあって生活や暮ら
しがなり立っていることを利用者との関わりを
通じて感じている。在宅の一環であるディケア
は、暮らしを支えるために高齢者にとって必要
で重要な役割を果たしている。

今回、ディケアの管理者として在宅における
看護について学ぶことができた。地域の方々や
多職種との関わりを通じて、顔が見える関係を
構築し、連携を図ることができた。今後、ディ
ケアでの学びを看護管理者として部署運営に活
かしていきたい。
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岡村　健

脚気論争（18：完結）
国立病院機構 九州がんセンター

名誉院長

◎特別寄稿

21.　森林太郎の遺言に関する諸説

話を森林太郎（鴎外）に戻す。彼は腎結核で大
正 11 年 7 月 9 日死去した。享年 60。亡くなる 3
日前、親友の賀

か こ つ る ど 


古鶴所に遺言を託した。
「…余は石見人　森林太郎として死せんと欲

す。宮内省陸軍 皆縁故あれども、生死 別るる瞬

間　あらゆる外形的取り扱いを辞す。（中略）墓

は森林太郎のほか　一字も彫るべからず…」

①
森は最期まで官職（軍医）に拘ったにも係
わらず、何故、自らの栄典を否定するよう
な遺言を残したのか

②
いつ脚気の原因を認識したのか
③
脚気の原因が白米であるにことを最期まで
認めなかったのか

このような森の遺言に纏わる疑問、謎を解明し
ようというのが、本稿執筆の動機だった。
森は都築甚之助の動物実験と岡崎桂一郎の日本
米食史の研究で脚気の原因が白米であることを認
識した。そして、岡崎桂一郎著「日本米食史」の
「序」でそのことを表明した（本誌2018年 10、11
月号）。したがって、疑問の二つ②、③は解明でき
た。残る一つ、①
森林太郎（鷗外）は何故、全て
の栄誉を墓に彫るのを辞したのか、遺言の謎であ
る。それについては、様々な説が示されている。
中野重治（作家・詩人）は「受けた辱めや不当
な取り扱い、取り返しのつかない後悔を文学で復
讐した（江戸の仇を長崎で討った）」としている
（「鷗外　その側面」筑摩書房）。また、松本清張
（作家）は「死に直面して官吏と訣別し、「文学者」
を宣言した」という（「両像・森鷗外」文春文庫）。
しかし、遺言では「あらゆる外形的取扱いを辞し、

森林太郎として死せんとす」とあることから、当
然、森鷗外の名前や文学博士という栄誉も辞して
いるとの解釈になる。したがって、中野説や清張
説は遺言と一致しない。
「官憲への憤慨と反抗説」については、大谷晃
一（作家）によると「理性的で用意周到な鷗外が
無意味な愚痴を表明するはずはない。重大な秘密
がある」として、膨大な著作、文書を調査して、
次のように結論した。「男爵を授かることを期待
していた森が、授爵が叶わない時の屈辱を免れる
ため、予め爵位は受けないことを宣告した」と（「鷗
外、屈辱に死す」編集工房ノア；以下「大谷書」
と略す）。
当時、爵位は最高の栄誉だった。叙位は個人が
対象で一代限りであるが、爵位（公・侯・伯・子・
男）はその家（戸主：男子）が対象で、世襲制で
あり、華族に列せられる。爵位がなければ貴族院
議員にはなれない。森は友人の青山胤通（東京帝
大医内科教授、同大学校長、非麦飯派）が重病に
なった時、青山への授爵を積極的に運動した。そ
の結果、青山は亡くなる 8日前に男爵を授けられ
ている。前任の陸軍軍医総監、石黒と小池も男爵
を授かっており、森も授爵を期待していた。しか
し、森の亡くなる前日、大正 11 年 7 月 8 日に宮
中の勅使が来訪し、大正天皇から御見舞が下賜さ
れた。その時、陞（昇）叙すなわち従二位に叙せ
られると知らされたようである。しかし、授爵は
実現しなかった。鷗外はそれを知った夜、昏睡状
態となり、翌日の 7月 9日午前 7時、袴をはいた
まま亡くなった。その日に、従二位に陞（昇）叙
されている（官報第 2982 号に大正 11 年 7 月 9 日
叙従二位と記録）。　
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大谷書では、森が用意周到だとして「森は亡く
なる日まで授爵の可能性を信じ、仮に授爵されな
い時のことまで考えて、屈辱を免れるため、あの
遺言を残した」と結論している。また、志田信男（医
学研究家）著「鷗外は何故袴をはいて死んだのか」
（公人の友社；以下「志田書」と略す）についても、
大谷説を支持して「森が袴をはいて死んだのは授
爵を待っていたから」としている。しかし、それ
は結果論である。もし、逆に授爵が叶ったとすれ
ば、屈辱を免れるためという遺言は意味をなさな
い。宙に浮いてしまう。用意周到な森であれば、
授爵した時のことも考えておく筈である。しかし、
その形跡はない。となれば、遺言の時点で、授爵
はないと知っていたということになる。しかし、
それなら袴をはいて待つ意味はない。袴をはいて
いたのは、別の理由だということになる。森は亡
くなる前日、宮中から御見舞いの勅使が来た時、
従二位に陞（昇）叙されることを知らされている。
森は陞（昇）叙と聞いて、授爵はないと知ったは
ずである。ここに、何か理由がありそうである。
その時の状況については、馬場久治（独文学者）
は「森鷗外傳」（黎明調社、国立国会図書館デジ
タルコレクション）に次のように記している。「（森

が重篤とのことで）7 月 7 日に兩陛下より葡萄酒

を下賜せられ、7 月 8 日には摂政宮殿下（大正天

皇）より御見舞いの品を賜り、同日特旨（天皇の

特別のおぼしめし）を以て、位一級を進め、従二

位に叙せられた」とのことである（括弧は筆者が
追加）。ただ官報では亡くなった 7月 9 日に叙従
二位と記されているので、7月 8 日は宮中からの
勅使が来て見舞いの品を下賜され、同時に陞（昇）
叙のことを知らせたのではないかと考えられる。
また、鷗外の長男で医師の森

もり

於
お と

莵は「父親とし
ての森鷗外」（ちくま文庫）に臨終の話として次
のように書いている。「…このおえい（森家の女

中、後に助産婦となった畠山栄子）さんは、宮中

から勅使が見えた時、肉親でなくて最も親しい人

というところから、宮内省の五味さんに選ばれ、

礼儀を教わって勅使にお茶を捧呈した…」（括弧

は「大谷書」から引用）。
この「礼儀を教わって」とは、どういう意味だ
ろうか。宮内省の勅使から礼儀を教わったという
ことは、叙位に関する礼儀、すなわち、病床であっ
ても従二位を授かる時には（袴をはいて）正装で
賜るようにとのことだったと解釈される。その夜
には昏睡状態に陥ったことから考えても、森が袴
をはいて亡くなったのは森の意向というより、叙
位に際しての礼儀について、宮内省の指導があ
り、おえいさんがそれに従ったからと思われる。
そして、翌日、亡くなった 7月 9日朝には、袴を
はいて従二位を賜ったのである。このように、袴
をはいていたのは叙位の礼儀に対応したためと考
えるのが自然である。
しかも、森が遺言を託したのは、宮中からの勅
使が来る 2日前である。森は、その時点で既に、
叙位、爵位を下賜されたとしても、全ての栄誉を
墓に刻まないと決心していたのである。したがっ
て、森が賀古に遺言を託した時、彼は既に爵位は
ないと知っていた可能性がある。その根拠は、森
の医務局長辞任の前年、大正 4年の 12 月にさか
のぼる。石黒は森に「貴族院議員に推薦して（華
族・爵位の推薦と同義）、各方面に内々に話をし
ているが、うまく行くとは限らない」（括弧は筆
者が追加）と責任逃れのような手紙を出してい
る。これに対し、森は「下命されたら直ちにお受
けし、石黒男爵閣下の御厚誼に背かないようにし
ます。また叶わなくとも御盛宜を永く心に刻みま
す」との返書を送っている（大谷書）。松田敬之
著「〈華族爵位〉請願人名事典（吉川弘文館）」に
よれば、森の華族・爵位の申請期日は辞任前年の
大正 4年 9 月 17 日である。そして、森の局長辞
任後、予備役編入後に貴族院議員に推薦するとの
運動があったらしいが、予備役に編入された大正
5年 4 月に授爵はなかったと記されている。記録
も華族・爵位は「不許可」となっている。石黒は
申請が却下されそうだったので、森への慰謝か、
言い訳かの手紙だったのだろう。さらに、同辞典
によれば、森が亡くなった大正 11 年 7 月 9 日に
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も、華族・爵位が検討されたが却下され、叙位；
従二位になった（陞（昇）叙）と記されている。
森は予備役編入後、華族・爵位の却下を経験して、
授爵は困難と認識したに違いない。したがって、
亡くなる前日、従二位と知らされた時には爵位は
ないと納得したはずである。
以上のような臨終に際しての状況から考える
と、その夜か翌朝に、おえいさんが宮中の勅使に
よる叙位に際しての礼儀指導に従って、森の身だ
しなみを整え、従二位を賜ったと考えるのが自然
である。その時、既に森は昏睡状態になっていた
ようなので、森の意向で袴をはいていたのではな
いということになろう。このような状況から大谷
説「爵位を授からなかった場合の屈辱を免れる目
的での遺言」や志田書「授爵を待って袴をはいて
いた」の見解も疑わしいと言わざるを得ない。
山室
静（文芸評論家・詩人）は「死を前にし

て一切の煩悩を断ち、本来の自己に帰るという高

潔な決断の表白」とした（「評伝森鷗外」講談社
文芸文庫）。小堀桂一郎（独文学者）も「無為に

徹した悟達（悟りの境地）」ではないかという（「森
鷗外　日本はまだ普請中だ」ミネルヴァ日本評伝
選）。山崎一穎（日本近代文学研究者）は大正 10
年頃には授爵を断念していたとして、大谷説を否
定し、遺言の「石見人　森林太郎として死せんと
す」に着眼して「父祖の地（文人の地）へ私人と

して回帰する」とした（「森鷗外　国家と作家の
狭間で」新日本出版社；以下「山崎書」と略す）。
山室説については、森の性格、生き方から考えて、
そぐわないとする大谷書の意見に賛同する。何故
なら、本稿でも明らかなように、森は学理にこだ
わり続け、部下の要請も無視して、上司・石黒の
方針にあくまで従順で、出世志向の強い官吏だっ
た。このことから考えると、山室説「高潔な決断
の表白」や小堀説「悟達（悟りの境地）」とする
のは、森の人物像と一致しない。
山崎書については、大正 10 年頃には爵位を断
念していたということは納得できる。また、森は
医務局長退役後、宮内省帝室博物館総長兼図書頭

となったが、賀古鶴所への手紙などから、天皇制
国家の根本である明治、大正の元号や諡

おくりな

（死者に
贈る名）等に対して宮内省の不見識さを憤ってお
り、それが遺言の原因ではないかと推論している
（山崎一穎著「鷗外－その終焉をめぐる考察」跡
見学園女子大学国文科報第 25 号、平成 9年）。確
かに遺言には宮内省の栄誉も固辞する内容となっ
ているので、それも要因の一つだろう。しかし「父
祖の地（文人の地）へ私人として回帰」という悟
りに近い心境は、宮内省陸軍の栄典は絶対に墓に
刻まないでほしいとまで念を押した執着的人物像
とは結びつかない。また、陸軍退役後、宮内省に
入省後も「金地に二つ釦の肩章厳めしく、例の長
剣（サーベル）をガチャつかせて…」と軍服姿で
出仕していることが当時の朝日新聞の記事に紹介
されている（山崎一穎著「帝室博物館総長兼図書
頭時代の森林太郎・鷗外」跡見学園女子大学国文
科報
第 22 号、平成 6年）。それはまさに森が官
吏（公人）にこだわっていることを示している。
「私人として回帰」の心境とは乖離しており、山
崎説もしっくりこない。

ここまでの説は、文学界の人々の解釈である。
その著書は、森の膨大な文学作品を詳細に検討・
分析した結果に基づいた解釈である。文学界では
納得できるかもしれないが、統一された見解はま
だない。大谷書で「森の遺言には重大な秘密があ
る」と記されたのは、確かにそうだろう。しかし、
文学作品からの検討・分析では、その秘密を解明
することはできない。森はあくまで軍医として、
官吏にこだわって生きた人である。森の文学作品
だけでは、遺言の謎の説明はつかない。森の遺言
は、彼の軍医活動から見て検討・分析する必要が
あるが、そのような文献や著書はない。脚気論争
の著書を代表する板倉聖宣著「模倣の時代」（仮
説社）や山下政三著「鷗外森林太郎と脚気紛争」
（日本評論社）にもない。ただ、坂内
正著「鷗
外最大の悲劇」（新潮選書；以下「坂内書」と略す）
では、脚気論争と晩年の文学作品との関係につい
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て述べている。しかし、遺言との関係については
検討されていない。坂内書は大谷説（授爵できな
かった場合の屈辱に備えた）に賛同しているだけ
である。
唯一、松田
誠が論文「高木兼寛と森林太郎の
医学研究のパラダイムについて」（慈恵医大誌
2003 年）の末尾（あとがき）に、森の遺言は「軍
医としての生き方にかかわる、自分や周りの者た
ちへの怒りだ」としている。しかし、松田論文は
高木と森の研究概念の比較が目的で、遺言は論文
の主旨でないため、森の軍医人生についての調
査・分析は行っていない。
森と並ぶ明治の文豪・夏目漱石が文学博士を辞
し、東京帝大教授の誘いも断って、作家の道を選
んだのに対し、森はあくまで軍医（官吏）にこだ
わって、官吏の任を全うした。その森が「…あら
ゆる外形的取り扱いを辞す。…墓は森林太郎のほ
か一字も彫るべからず…」と宣告し、さらに「…
宮内省陸軍の栄典は（墓に刻むことを）絶対に取
りやめを請う…」すなわち「宮内省陸軍の栄誉は
絶対に墓に刻むな」と、再度わざわざ強く念を押
している。宮内省や陸軍に恨みでもあるかのよう
な遺言である。このような森の心情には陸軍軍医
や宮内省時代のことが大きく影響していたことは
間違いない。したがって、まずは陸軍軍医として
の任務、特に脚気問題の係わりに焦点を当てて調
査、分析しなければ、遺言の真意は見えてこない。

22.　軍医人生と史伝小説との関係

このような観点から、実生活である陸軍軍医・
森林太郎に焦点を当て、加えて森の心情を吐露し
た著書・作品を検討・分析して、遺言の謎に挑ん
でみよう。まず、森林太郎の軍医としての晩年（医
務局長就任以降）、特に脚気との関係に於いて、
重要な二人の人物、都築甚之助と岡崎桂一郎との
関わりと作家・森鷗外の作品との関連を時系列で
まとめてみる（表１）。
都築甚之助は森が信頼し支援した愛弟子で、脚

気の原因が白米であることを動物実験で証明し、
米糠から脚気に有効な成分・アンチベリベリベン
を抽出した（本誌 2018 年 10 月号）。岡崎桂一郎
は森が「日本米食史」の調査を論文にするよう薦
めた人物である。森は「日本米食史」の「序」で
脚気の原因は米の精粗にあること、つまり脚気の
原因は白米にあることを表明したのである（本誌
2018 年 11 月号）。

表１で確認してみよう。都築は明治 42 年に動
物実験を行い、その結果を明治 43 年 3 月「臨時
脚気病調査会」、4月に「日本医学会」で発表し、
8月「東京医事新誌」に論文発表している。そし
て 8月 24 日に森を訪ねている。明治 44 年 4 月に
は、脚気予防の有効成分アンチベリベリベンを抽
出し、東京医学会総会で発表。「臨時脚気病調査
会」にも報告している。岡崎桂一郎は明治 41 年、
臨時脚気病調査会発足時、森から「日本米食史」
の執筆を薦められている。都築に少し遅れて、明
治 44 年 7 月 10 日、森を訪ね、明治 45 年 2 月 8
日には出版社の人物と共に森を訪れている（「日
本米食史」「序」の執筆依頼と思われる）。明治
45 年 3 月「日本米食史」の論文を森に提出した。
翌大正 2年 10 月 5 日「日本米食史」を発刊した。
このように、森は明治 43 年 3 月には脚気の原
因が白米にあることを認識し始め、明治 44 年 4
月には、都築から米糠に脚気予防の有効成分があ
ることを知らされたのだろう。そして、同じ年
の 7月 10 日岡崎が森を訪ねている。岡崎は、米
食の歴史調査から、脚気の原因が米の精粗にある
ことを報告したはずである。森はこれを知って、
脚気の原因は白米だと認識したに違いない。この
頃、森が「学理上の敗北」を自覚していたのは確
実である。
この「学理上の敗北」を自覚した時期に呼応し
て、森は自分の人生を振り返り、明治 44 年 4 月
自伝的小説『妄想』（三田文学）を発表した。そ
の中に次の様な文章がある。「自分のしている事

は　役者が舞台へ出て、或る役を勤めているに過

ぎないように感ぜられる」「舞台監督の鞭を背中
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表１　森林太郎の陸軍・軍医晩年と鷗外作品の関係

明治 40 年

年　　月 森林太郎　陸軍・軍医の晩年 森鷗外・作品

大正 10 年 3 月「帝諡考」　11 月「北條霞亭」アララ
ギに連載終了（鷗外最後の作品）

11 月 13 日森林太郎「軍医総監・医務局長」に就任
11 月 13 日都築甚之助「陸軍 2 等軍医正」に昇任

明治 41 年

5 月 30 日「臨時脚気病調査会」辞令交付。会長は医務局 長・森
6 月 22 日来日中のコッホに面会 （帝国ホテル）
7 月 4 日「臨時脚気病調査会」発足式
森、岡崎桂一郎に「日本米食史」の執筆を薦める
9 月～ 11 月バタビア（現ジャカルタ）へ調査委員 3 名派遣、細
菌は発見されず、委員の一人都築甚之助は栄養説へ転向
12 月都築甚之助エイクマンの追試を行う

明治 42 年  7 月「ウィタ・セクスアリス」

都築甚之助はニワトリ、ハト、サル、イヌ、ネコなど 7 種類の
動物に白米で飼育すると脚気様疾患を発症、玄米、塾米、麦で
は発症しない、白米に糠や麦、赤小豆を混ぜると脚気を発症し
ない、ことを確認。
10 月 20 日森林太郎「正四位」に叙任せられる

明治 43 年
 3 月「青年」　6 月「普請中」都築は 3 月脚気病調査会で「脚気の動物試験第 1 回報告」を発表。

4 月日本医学会でも報告。
8 月都築は「東京医事新誌」に論文掲載。
8 月 24 日都築甚之助が森を訪ねる。

明治 44 年
 4 月「妄想」10 月「百物語」

都築は 4 月「脚気の動物試験第 2 回報告」を東京医学会総会で
発表。糠から脚気の有効成分アンチベリベリベンを抽出と報告。
脚気病調査会でも報告。
6 月 30 日都築甚之助「陸軍 1 等軍医正」に昇任

 9 月「雁」7 月 10 日岡崎桂一郎が森を訪ねる

明治 45・
大正元年

2 月 8 日岡崎桂一郎他 2 人が森を訪ねる。森に「日本米食史」「序」
の執筆依頼か？
3 月 5日岡崎桂一郎が森に調査報告論文を提出
7月 30 日明治天皇崩御

『9 月 13 日　乃木希典　自刃（殉死）』
10月「興津弥五右衛門の遺言」（中央公
論；著者・森鷗外）

9 月 14 日乃木の邸を訪ふ。石黒忠悳の要求により鶴田禎二郎、
徳岡 を乃木邸に遣る

大 正 ２ 年

 1 月「阿部一族」　4 月「佐橋甚五郎」（2
作とも中央公論；著者・森鷗外）

4 月 21 日兵卒にメチルアルコール中毒になった者があると聞い
て石黒忠悳が来訪。4 月 22 日兵卒中毒は訛傳（誤報）と石黒に
報告（大正 2 年日記）

6 月「意地」（興津弥五右衛門の遺言、阿
部一族、佐橋甚五郎をまとめたもの；著者・
森林太郎）

9 月 22 日岡崎桂一郎がために米食沿革考の序を作る（大正 2 年
日記）

7 月「鎚一下」（中央公論） 自伝的短編集
「分身（妄想など 6 編）」「かのように（鎚

一下など 4 編）」著者；森林太郎
10 月 5日岡崎桂一郎著「日本米食史」発行

大 正 ３ 年 1 月「大塩平八郎」6 月 30 日都築甚之助「正五位」に叙位

大 正 ４ 年 9 月 17 日華族・爵位申請　「不許可」（松田敬之著〈華族爵位〉
請願人名辞典）

大 正 ５ 年
1 月～ 5 月「渋江抽斎」東京日々新聞、
大阪毎日新聞に連載
10 月「北條霞亭」連載開始

4 月 13 日森林太郎「医務局長」退任

大 正 ６ 年 12 月宮内省帝室博物館総長兼図書頭に就任
大 正 ７ 年 9 月 6 日森林太郎「正三位」に陞（昇）叙

大正 11 年

7 月 6日森、友人の賀古鶴所に遺言を託す
7 月 8 日宮中から勅使来訪 ,　天皇より森に見舞い品を下賜され、
特旨を以て位一級を進め「従二位」陞（昇）叙の知らせを受ける
7 月 9日午前 7時　森死去　同日「従二位」に陞（昇）叙

大正 13 年 11 月 25 日　臨時脚気病調査会　廃止
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に受けて、役から役を勤め続けている」夜寝られ

ない時には「こんな風に舞台で勤めながら生涯を

終わるのかと思うことがある」。同年 10 月の『百
物語』でも「僕は生まれながらの傍観者である」

「人生の活劇の舞台にいたことはあっても、役ら

しい役はしたことがない。たかがスタチスト（端

役）なのである」と書いている。
山室
静は「評伝森鴎外」で『妄想』について「自
分の最も深い傷口を隠したものとまでは言わない
が、何か釈然としないものを感じる」と述べてい
る（坂内書）。舞台監督とは元上官の石黒忠悳のこ
とだろうか。森の日記には、頻繁に石黒のことが
記されている。森が医務局長になってからも、陸
軍大臣をはじめ上司には毎年欠かさず年末年始の
挨拶回りに行ったこと、その中には必ず石黒男爵
の名前がある。また折に触れて、年に数回、石黒
が（医務局に）訪れていることも記録されている。
坂内書は、森が晩年、史伝小説を執筆し始めた
頃、自己を主人公・五條秀麿に見立てた短編小説
の一つ「鎚

ついいっか

一下」の中で、秀麿がある男の態度に
怒りを発したと書かれているのを紹介している。
そして、この男が石黒忠悳だとしている。その根
拠として、山田弘倫著「軍医森鷗外」（文松堂書
店、国立国会図書館デジタルコレクション；以下
「山田書」と略す）に記された次のような出来事
を紹介している。『石黒が北海道師団に食中毒が

発生したのを新聞で知って、医務局長・森を訪ね

たところ、森はその事実を知らなかった。そこで

石黒は「余り小説を書き過ぎるから、こんな出来

事も看過するようになる。少し新聞を見ておくが

よい」ときびしい苦言を呈せられた。子爵（石黒）

の立ち去られた後、先生は頗る不機嫌の面持ち

で、…』。また、乃木希典の自刃に際し、医務局長・
森に、部下を乃木邸に遣れとの、石黒の要求があっ
た、と森の日記に書かれていることから、坂内書
は退役してからもなお居丈高な石黒に反撥してい
ると述べている。ただ、北海道師団の食中毒につ
いては、森の大正 2年日記では「兵卒にメチルア

ルコール中毒になった者があると聞いて石黒が来

訪」とあり、翌日に「兵卒中毒は訛傳（誤報）だ

と石黒に報告した」となっている（大正 2年日記：
鷗外全集第 35 巻、岩波書店）。
明治時代、政府・軍部首脳は薩長閥が独占して
いた。石黒忠悳（父は徳川幕府の陸奥国代官）は
非薩長閥だったが、世渡り上手で、常に大山巌（薩
摩）や山縣有朋（長州）などと親しい間柄となっ
て権力を掌握したとされる。退役後も陸軍医務局
で陰の実力者として君臨していた。森も長州出身
で友人の賀古鶴所を通じて山縣（歌会の創設に協
力）とは親しかった。権力志向型の石黒は長州閥
の森との関係にも気遣っていたのだろうか。森は
最期まで石黒の影響から逃れることができなかっ
た。逃れようともしなかった。主役にもならず、
端役のままだったといえる。鷗外の悲劇は、石黒
が森よりも長生きしたことかもしれない。
また、山室
静が感じた「森の最も深い傷口」
とは何だろうか。石黒は日清戦争に貢献したとし
て、授爵し（男爵から子爵にまでなっている）、
貴族院議員にもなった。小池も日露戦争の貢献に
対して、爵位（男爵）を授かっている。森は両戦
争時にトップではなかったからだろうか、授爵し
なかった。森が石黒、小池と異なるのは自分がトッ
プの時に脚気白米説が確実となり、学理上の「敗
者」となったことである。深い傷口とはそのこと
だろうか。あるいは、学理にこだわり過ぎて、脚
気惨害に加担してしまったことだろうか。あるい
は、主役（石黒忠悳）の責任を端役（森）が肩代
わりさせられたことだろうか。

「妄想」と「百物語」は都築が動物実験の研究
結果と脚気予防の有効成分アンチベリベリベンの
抽出を報告した時期（明治 44 年）に書かれた。
続いて、明治 45 年 3 月、岡崎の「日本米食史」
の研究報告で、森は脚気の原因が白米であること
が確定的となったことを知った（表１）。その数ヶ
月後、明治 45 年 7 月 30 日、明治天皇が崩御され、
大正元年 9月 13 日、乃木希典が自刃（殉死）した。
同郷（長州）で親交のあった森は衝撃を受け、同
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年 10 月に最初の史伝小説「興津弥五右衛門の遺
書」続いて「阿部一族」（大正 2年 1月）「佐橋甚
五郎」（大正 2年 4 月）を中央公論に発表した。
この史伝小説の代表的 3部作には、その時の森の
心情が重ねられているようである。そこで、この
3部作の概略を紹介する。

1）「興津弥五右衛門の遺書」
細川忠興に殉死した家来、興津弥五右衛門の話
である。細川忠興は織田信長、豊臣秀吉、徳川家
康に仕え、小倉藩初代藩主となり、後の熊本藩細
川家の基礎を築いた武将である。興津弥五右衛門
は忠興の命を受けて、茶事に用いる珍品の買い付
けのため、横田清兵衛と二人で長崎ヘ行く。そこ
で香木を買う時、伊達家との競り争いとなる。興
津と横田は香木の本木と末木のどちらを買うかで
争って刃傷沙汰となり、興津は横田を切り捨て
た。興津は伊達家に競り勝って香木（本木）を忠
興に献上したが、刃傷の責を負って切腹を申し出
る。しかし、忠興は遺恨が残らないようにと興津
と横田の嫡男に杯を交わせ、興津を助命する。後
に忠興が亡くなると、興津は忠興の恩に報いるた
め切腹を願い出る。当時の 2代熊本藩主・細川光
尚の許可を得て、殉死する。明治天皇崩御に殉じ
た乃木将軍夫妻の死に衝撃を受けて書かれた史伝
（実在した人物の伝記）である。

2）「阿部一族」
2 代小倉藩主、後の初代熊本藩主・細川忠利（忠
興の 3男）に仕えた家臣・阿部弥一右衛門の殉死
に端を発する事件である。重い病の床についてい
た忠利は、側に仕えた 19 人の家臣の内、18 人に
は殉死の願いを許していた。しかし、阿部弥一右
衛門の願い（何度も懇願）だけは許可せず、嫡男
の細川光尚に仕えよと命じて亡くなった。弥一右
衛門は忠勤の家臣だったが、親しみ難い性格で友
人も少なく、主君（忠利）とは性格が合わなかっ
た。忠利の死後、18 人は立派に殉死したが、弥
一右衛門は許可無く、自ら切腹した。殉死（許可

を得た切腹）の場合、遺族は家督相続が継続され
る。後継の職、住、禄（給与）も保証され一家断
絶はない。一方、許可のない切腹では後継ぎは許
されず、遺族の家督は一族に分散される。忠利の
1周忌法要の時、阿部弥一右衛門の遺族・阿部権
兵衛は焼香の時、髻

もとどり

を切って（武士を棄てる意志
表示）忠利の位牌に供えた。これが殉死を許可し
なかった先代主君・忠利に対する不満と解釈され
た。先代のご位牌に不敬だとして、阿部権兵衛は
縛り首に処せられた。阿部一族は、先代に忠実に
仕えた弥一右衛門の相続人・権兵衛に対して、武
士としての切腹のご沙汰ならまだしも、盗賊の処
罰と同様の白昼縛り首では一族の面子はないとし
て、ご沙汰に抗議し、権兵衛の屋敷に立て籠った。
一族の老人、女は自殺。子供は刺し殺して、庭に
埋め抵抗した。しかし遂には、主君・細川光尚が
命じた討手に敗れ、一家全滅した。
　
3）「佐橋甚五郎」
徳川家康の嫡男・信康（岡崎城主）の小姓・佐
橋甚五郎は武芸、遊芸に達者で敏捷な若者だっ
た。或る日、小姓たちの賭けで、勝った甚五郎が、
負けた小姓と口論となり、みぞおちに拳をくらわ
せた。すると、息が絶えてしまった。甚五郎は行
方をくらました。1年過ぎて、従兄の佐橋源太夫
が家康に甚五郎の助命を嘆願した。家康は、当時
攻めあぐねていた小山城主・甘利四郎三郎を討て
と命じた。甚五郎は小山城に潜入し、甘利の若衆
となった。ある月見の宴で、甘利が酔いつぶれて
寝入ったところを、甚五郎は胸一刺しで打取っ
た。家康は甚五郎を助命したが、賞美の言葉はか
けなかった。それどころか、豊臣秀吉の祝いの席
に連れてゆく若衆たちを選ぶ時、甘利が自分の子
のように可愛がっていたのに、寝入ったところを
刺殺した。甚五郎はむごい奴だと、家康が言った。
それを聞きつけた甚五郎は行方知れずとなった。
その後、朝鮮からの使いが家康に謁見した時、家
康は使いの中の一人、喬僉知（きょうせんち）が
甚五郎に違いないと気付いたという。
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さて、歴史小説については、執筆の目的として
大きく 2つに分けられている。「客観的な歴史の
再現に美を発見することが目的」（「歴史の再発
見」と略す）と「歴史的な人物の中に現代人間性
を発見することが目的」（「人間性の再発見」と略
す）とするものである。尾形
仂（国文学者）著「森
鷗外の歴史小説」（筑摩書房；以下「尾形書」と
略す）では、森鷗外の歴史小説は、従来「歴史の
再発見」とされていたが、そうではなく「人間性
の再発見」ではないか。そして、鷗外の歴史小説
で扱われているのは、オーソリティの問題 - 権力
対個我の問題であり、それは時に調和、時に対立
の形をとり、時に官僚制への懐疑・風刺の形で扱
われていると述べている。さらに、権力と個我の
対立の問題と、新しい救済の思想としての献身の
倫理とを歴史の中で検証するためだったとも指摘
している。
森の史伝小説は、実在の人物を題材にしたと
いっても、これら 3篇で描かれているのは、歴史
上、無名の人々である。歴史的価値はほとんど無
く、「歴史の再発見」が目的で執筆したとは考え
られない。それより、尾形書の「権力と個我の対
立の問題を歴史で検証した」すなわち「人間性の
再発見」の方が納得できる。
この初期の史伝小説 3編「興津弥五右衛門の遺
書」「阿部一族」「佐橋甚五郎」は『意地』と題
された１冊としても出版された（大正 2 年 6 月
15 日籾山書店、東京）。森はこの 3 編の原題を
「軼

いつ じ

事」（世間に知られていない隠れた事柄）と
していたが、出版社・籾山書店の意見で『意地』
になったと、坂内書はいう。そして、3編に共通
するのは『意地』なので、この方が納得ゆくとし
ている。その後の「護持院原の敵討」や「大塩平
八郎」から「椙原品」までの 10 数編の史伝小説も、
主題に一貫性はないと松本清張はいうが、封建身
分制度という縦社会の主従関係の中で家臣の生き
様を描いており、諸作品に一貫して流れるのは高
低様々な「意地」だと述べている。

23. 「意地」に秘められた心情
―そして遺言の謎

森の晩年の史伝小説は、封建身分制度という縦
社会の主従関係の中で家臣の生き様を描いてい
る。坂内書は、テーマは一見バラバラに思えるが、
それらに共通するのは（家臣の）『意地』だとい
う。そして、これら史伝小説に作者・森の「意地」
を重ねているのではないか、意地で抵抗し、脚気
問題に於ける意地も含めて、と記している。しか
し、森の「意地」とはどうゆうことだったのかに
ついて、具体的なことには言及していない。森の
「意地」という心情について、引地博信は「鷗外
にとって、人間としての尊厳を支えるぎりぎりの
感情である」と述べている（「日本語と日本文化；
壺齋閑話」-「森鷗外晩年の歴史小説」WEBサイト）
これらの史伝小説を調べている時、ある事実に
気付いた。森は初期の史伝小説 3編「興津弥五右
衛門の遺書」「阿部一族」「佐橋甚五郎」をそれぞ
れ個別に、中央公論に発表した。その時の著者名
は森鷗外である。しかし、その後、わざわざ、そ
れら 3編をまとめて『意地』と題して発刊した時
の著者名は森林太郎である。出版社が異なるから
だろうか。いや、そうではなさそうである。とい
うのも、森が軍医として著述した論文や書籍の著
者名は森林太郎である。例えば、岡崎桂一郎著「日
本米食史」に寄せた「序」は森林太郎となってい
る（本誌 2018 年 11 月号）。小池正直との共著「衛
生新編」（明治 30 年南江堂）も森林太郎である。
森の兵食試験の研究論文「日本軍兵の食事に関す
る研究」も森林太郎、大井玄洞、飯島信吉との共
著となっている。森が脚気白米説を否定した論文
「脚気減少は果たして麦を以て米に代えたるに因
する乎」も森林太郎の名で、公衆医事（明治 34
年 8 月）、東京医事新誌に発表している。このこ
とから、森がこの 3編「意地」の著者名を森林太
郎としたのは、作家としてではなく、軍医・森林
太郎として『意地』を描いたとの表明でもあると
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解釈できる。他にも、わが事を書きたる冊子（自
伝的短編）を集めた「分身（妄想など 6編）」や「か
のように（かのように、鎚一下など 4編）」（両者
とも大正 2年 7月発刊、籾山書店）も著者名は森
林太郎である。森は作家と官吏の立場を使い分け
て作品を発表しているのである。

表１を見ると、この史伝小説 3編を発表してい
た頃は、脚気論争に於いて森の「学理上の敗北」
が確実になった時期からである。だとすれば、森
は脚気論争の敗北を自覚し、自らの軍医人生を振
り返った時の心情をこの 3編の史伝小説『意地』
に託したと考えられる。この時の森の心情；「意
地」に、大谷書の「重大な秘密」が隠されている
のだろう。

森の「意地」とは何か。考察してみる。
森は石黒が陸軍医務局長時代、日清戦争・台湾
征討時の陸軍の脚気惨害に対し、石黒の脚気に対
する麦飯給与禁止を支持し、その急先鋒として活
動した。小池が陸軍医務局長時代、日露戦争の陸
軍脚気惨害に対しても、麦飯給与禁止を支持し
て、前面で活動した。日清・日露戦争における陸
軍の脚気惨害の責任は、両戦役時に陸軍医務局長
だった石黒と小池である。しかし、脚気の原因が
白米であり、麦飯給与禁止が誤りであったことが
明らかになったのは、森の医務局長時代である。
その結果、不運にも陸軍脚気惨害責任の矢面に立
つことになってしまう。
森は岡崎桂一郎著「日本米食史」の「序」で脚
気の原因が米の精粗にあること（白米が脚気の原
因であること）を表明した。しかし、自己の意見
の誤りや軍医部長時代の麦飯給与禁止に対する反
省の弁は一切ない。元上官の石黒忠悳は何の見解
も表明していない。石黒が脚気の原因が白米であ
ることについて弁明した時、関係者は既に全員他
界していたが（本誌 2018 年 11 月号）、その時も
石黒は自己の責任には一切ふれていない。反省の
言葉もない。森は石黒に先んじて、反省の弁を述
べるわけにはいかない。脚気惨害の責任は、元陸

軍軍医上官・石黒忠悳、小池正直、東京帝大医の
教授やコッホも一蓮托生である。自分一人だけに
責任を負わされるのは納得できない。脚気論争に
負けたと分っても、敗者の中の一人という立場で
は自ら進んで釈明できない。また、敗者が栄誉を
誇示できるはずもない。森は、最期に臨み、敗者
の中の一人（端役）の意地「敗者の一人・端役の
意地」として、陸軍の栄典を誇示しないと意志表
示したのだろうか。　
石黒と小池は、それぞれ医務局長時代の 2大戦
役（日清、日露）の功績から、男爵を授かって、
華族に列せられた。ただ、両者の授爵は脚気の原
因が明確になる前のことである。森は爵位を期待
していた。それは、石黒が森を貴族院議員（華族・
爵位）に推薦したとの手紙に対し、森は下命され
たら直ちに受けると感謝の意を返事していること
（大谷書）、また森が軍医総監・医務局長に就任
した時、ドイツ留学時代の知人バイエルン国・軍
医総監夫人へ、男爵・森林太郎と名乗って挨拶状
を送ったこと（坂内書）からも分かる。森は部下
として、石黒や小池を支え、その昇進に貢献した。
また、医務局長として、脚気病調査会の活動にも
尽力したが、石黒や森の非麦飯派の主張は誤って
いたことが明らかとなった。森は授爵されなかっ
た。その理由として、松田敬之著「＜華族爵位＞
請願人名事典」は次のように記している「森の医
務局長時代には大きな戦役がなかった。また森と
親交のあった元老・山縣有朋（長州）が宮中某重
大事件の抗争に敗れて権威が失墜し、大正 10年 5
月以降、宮内省には関与できなかった」（山崎書）。
森は退役後の翌年、大正 6年 12 月、宮内省帝
室博物館総長兼図書頭に任命された（山縣有朋の
推薦という）。宮内省の不祥事による更迭人事の
一環である。博物館の改革を託された森は期待に
応えて、時代別陳列方法の採用、研究紀要「学報」
の刊行、目録作成推進の業績を挙げる。しかし、
大正 8年 1月 26 日、図書寮の失火による曝書（書
籍の虫干し）室の全焼、大正 9年 5 月 17 日の古
銭の模造品の盗難などの責任を問われることにな
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る。さらに宮中某重大事件では薩摩閥と対立する
山縣有朋（長州閥）に与していた。この事件では
大正 10 年 2 月 11 日、宮内大臣・中村雄次郎が辞
職し、後任の牧野伸顕が後始末した。牧野は大久
保利通の次男で薩摩閥だった。山崎は、これらの
事件と山縣の宮内省（爵位を管轄する部署）にお
ける権威失墜で、森の授爵が実現しなかったとし
ている（前記；山崎一穎著「帝室博物館総長兼図
書頭時代の森林太郎・鷗外」）。翌年の大正 11 年
2 月 1 日、山縣は死去した。森が亡くなる 5ヶ月
前である。森は最大の支援者に先立たれてしまっ
た。森は運にも恵まれなかった。
森が陸軍医務局長時代の石黒忠悳との関係につ
いても、石黒は何かと森に小言を言ってきた。森
が兵卒のメチルアルコール中毒を知らなかった時
など、石黒は医務局長室へ出向いてきて「余り小
説を書き過ぎるから、こんな出来事も看過するよ
うになる。少し新聞を見ておくがよい」と苦言を
呈した。石黒が帰った後、森が不機嫌だったと部
下が記録している（山田書）。また森は、宮内省
帝室博物館総長として博物館の改革を行い、さら
に元号や諡等に関して宮内省の見識が不十分だと
して、帝室制度審議会に中国や日本の典故研究の
諮詢機関の設置を提言した。しかし、受け入れら
れなかった（山崎書）。
そんな陸軍上司や宮内省に対し、反旗を翻す（謀
反する）つもりはない。森は遺言に際し、お上に
無礼にならないようにしてくれと賀古に要請して
いる（山崎書）。封建身分制度という縦社会の主
従関係において、主君（主役：石黒忠悳等陸軍及
び宮内省）に背くことはできない。せめて最期を
迎えるに際し、宮内省陸軍、すべての栄誉を墓に
彫らないことで、「家臣・端役の意地」として、
抗議の意思を表明したのだろうか。
他にも何らかの「意地」があるかもしれない。
どんな「意地」が森の心情に最も当てはまるだろ
うか。その判断は、読者にお任せする。
いずれにしても、森は「意地；人生の尊厳を支
えるぎりぎりの感情」の吐露として、あの遺言を

残したのではないだろうか。

森林太郎の遺言は「敗者の一人・端役の意地」
あるいは「家臣・端役の意地」だったのではない
か。これが、筆者の見解である。

森は、石黒を強力に支持し、授爵も含めて石黒
の功績に大きく貢献し、さらに退役後の宮内省（爵
位を管轄する部署）に仕えたにも係わらず、評価
されなかった（爵位は実現しなかった）。
森は不本意な（官吏）人生に終わったという寂
寥と虚無の気分に陥ったのだろう。看護婦・伊藤
久子によると、森は意識が無くなって、危篤に陥
る前夜、突然「馬鹿らしい！　馬鹿らしい！」と
大声を発したという（山崎書）。それは現世の束
縛から解放された時、森の鬱屈した感情が堰を
切って発露したのではないだろうか。

森は晩年、脚気論争に敗北した頃から史伝小説
に傾倒した。そうすることで、封建身分制度の中
で「家臣としての意地」を貫いた実在の人物を描
き、自らの人生をそれらの人物の生き様と重ねた
のである。森の史伝小説は、時代が新しい明治に
なっても、森が、なお封建身分制度の士族、特権
階級の精神に縛られていたことの証でもある。森
が封建身分制度の生き残りのような陸軍非麦飯派
に与したのも、彼としては自然な心情なのだろ
う。封建身分制度（士農工商）が廃止されても、
森はその精神を時代の近代化に順応させることが
できなかった。それは、森の「意地；人生の尊厳
を支えるぎりぎりの感情」が許さなかったのだろ
う。森林太郎の限界である。

－完－
令和元年 9月　筆者

1年半に亘り、掲載頂きました編集主幹・赤司先

生、編集長・岡嶋先生はじめ編集委員の諸先生、

ご拝読頂いた皆様に心から感謝申し上げます。
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平成 31 年 4 月に福岡みらい病院の看護部長
に就任致しました藤内豊子と申します。
どうぞよろしくお願い致します。
当院は、平成 27 年 6 月に吉塚にあった新吉
塚病院がアイランドシティ照葉に新築移転し、
福岡みらい病院に改名致しました。翌年 4月に
は隣接する整形外科単科の杉岡記念病院と合併
し、418 床の病院となりました。一般病棟（40
床）、回復期病棟（146 床）、地域包括病棟（87
床）、障害者一般病棟（99 床）、療養病棟（46 床）
といった多岐の機能を持ったケアミックス型の
病院です。
私は平成26年 3月に、30数年間お世話になっ
た国立病院機構を退職し、4月に縁あって杉岡
記念病院に入職致しました。その時のアイラン
ドシティはタワーマンションが一棟聳え立って
いる以外は空き地がばかりでした。しかしこの
4年の間にこども病院、照葉スパリゾート、福
岡市総合体育館、また多くのマンションが立ち
並びアイランドシティは大きく変貌を遂げてい
ます。それと同時に私も同じ法人内ではありま
すが、合併を経験し、今年 4月に看護部長を拝
命致しました。
令和は、「春の訪れを告げ見事に咲き誇る梅
のように一人ひとりが明日への希望とともにそ
れぞれの花を大きく咲かせることができる」と
いう願いが込められているそうです。少子高齢
化、10 月には消費税増税など先行き暗い話題
ばかりでしたが、令和という元号改正に、一筋
の明るい光が見えたように感じました。この時
期に看護部長に昇任させて頂いたことに感謝
し、少しでも病院に貢献することまた看護師生
活の集大成と思って役割を全うしたいと思って
おります。

平成 28 年 4 月、杉岡記念病院と福岡みらい
病院は同じ法人内での合併でありましたが、急
性期病院と慢性期病院という全く機能が違う病
院の合併ということで様々な課題がありまし
た。組織、教育システム教育体制、各種マニュ
アルの違い、職員の合併に対する不安などな
ど。そのなかで前吉海看護部長のリーダシップ
のもとひとつひとつ課題解決に向けて検討を重
ねて参りました。　　　　　　　
大きく違った教育体制は、将来のことを考え
「看護師のクリニカルラダー（日本看護協会
版）」を導入しました。準備期間が短かったた
め、まずは形から入ることにし、今でも実践し
ながら検討を重ねています。
平成 30 年 10 月には、病院機能評価を受審し
ました。主機能として回復期リハビリテーショ
ン、副機能として一般病院１、慢性期病院の３
つを受審しました。各種マニュアルの統一や職
員の意識の統一を促進するきっかけになったと
思います。病院機能受審の経験者が少ないこと
もあり大変な作業でしたが、平成 31 年 1 月無
事認定書を頂くことができました。この受審に
より多職種連携を図ることもでき貴重な体験を
させて頂いたと感謝しております。
看護部は、病院の理念である「こころを尽く
した最善の医療を！」を提供するために急性期
から回復期、慢性期、終末期の患者さんに対応
できるよう知識、技術の向上を図ることはもち
ろんのこと、なにより患者さんに寄りそった看
護、介護を提供できる人材を育てていきたいと
思っております。
今後とも皆様の多大なるご支援とご指導をお
願い致します。

看護部長就任にあたって

医療法人相生会福岡みらい病院
看護部長 藤内 豊子

看 護
の 窓
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数週間前のことである。新聞の投書欄に高校生
からの投書が掲載されていた。投書の内容は「自
分は学校の歴史の時間が大嫌いだ。歴史は過去の
出来事であるから、そういうものを学んでも将来
何の役に立つとも思えない。歴史を学ぶのは時間
の無駄である」というようなものであった。
確かに科学技術は日進月歩で進歩し、人々の暮
らし方も考え方も 10 年前、20 年前とは大きく様
変わりしている。過去に起こった事件と全く同じ
ことが起こることはないであろう。しかしヒトの
頭蓋容量は 1万年前と現在では変わっていない。
ヒトの感性は 1万年前も現在も同じと考えてよい
のである。モーツァルトの音楽は 240 年の時空を
超えて今も輝き続けているではないか。従って人
間性と組織原理は同じようなところを循環する。
歴史も姿を変えながら、本質的なところでは同じ
ようなことが繰り返されていくのである。歴史に
学ぶからヒトは賢くなるのでる。
高校生の新聞投書に目くじら立てて反論するよ
うで少し大人げない気もするのであるが、今月の
Letter で私が言いたいのは、「科学技術は勿論の
こと、思想や芸術も書（描）き残された記録があ
るからこそ発展する」ということなのである。公
文書や診療録のように書き残すことが義務化され
ている文書、後に公開することを前提として書か
れる回想録や研究論文など、書かれる動機がはっ
きりしている文書が大多数と思うが、他人に絶対
に見せることのない日記、手記などを人々が書き
残すのはどういう動機からなのであろう。私自身
ももう 60 年以上前から日々の行動記録は書き残
しているのであるが、これはもう毎日の歯磨きと
同じで、書かないと気持ちが悪くて仕方がないと
いう心境である。大袈裟に表現すれば、ヒトの本
能のひとつに「書き残しておく」という本能があ

るのかも知れない。

今月の Letter のテーマ選定の大きな動機と
なったのは、今夏初めて公開された初代宮内庁長
官、故田島道治氏（1885.7.2 ～ 1968.12.2、宮内庁
のトップの座にあったのは 1948 年から 53 年まで
の約 5年間）の拝謁記が新聞、テレビで大きく取
り上げられたからである。戦後新憲法下で初めて
宮内庁長官に就任された民間出身の実業家の田島
氏が、昭和天皇と直接差し向かいで御二人だけで
話し合われた会話の記録が 17 冊のノートにびっ
しりと書き残されていたということである。日米
開戦に至るまでの、そして戦後処理を巡るいろい
ろな場面での昭和天皇の本音が記録されている超
一級の歴史資料が公開されたのである。
当然のことながら、私は新聞紙上で公開されて
いた内容だけしか知らないのであるが、読んでみ
て意外感は殆どなかった。これまで読んできたい
ろいろな記録を統合して想像していたことと殆ど
が一致していた。講和条約締結後に発表された天
皇のお言葉の初稿にあった反省という言葉が、吉
田茂首相の意向で削除されたということである
が、これも昭和天皇の戦争責任を云々する雰囲気
が色濃く残っていた当時の状況を考えれば、適切
な判断であったのではないかと私は考えている。
田島氏がこのような綿密な記録を残された理由
としては、何日間にも亘って天皇陛下と討論する
ための個人的資料として、即ち備忘録として所持
しておかねばならなかったためと考えるのが一番
妥当であるように思う。しかし、その後この資料
をどうされるおつもりであったのであろう？それ
が私には大変興味ある点なのである。御自分が生
きている間は勿論、昭和天皇が御存命中に公開す
るなどということは全く念頭にはなかったと考え
てよいと思うが、最晩年の昭和 40年頃はどのよう

Letters from an aging surgeon

ヒトは記録する動物である
拝 謁 記

国立病院機構九州医療センター　名誉院長
学校法人原学園原看護専門学校　名誉校長 朔　元 則

書（描）き残すということ
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にお考えになっていたのであろう？自分の死後、
この記録をどうするかということについて、御子
息達に何か指示が出されていたのであろうか？
日本共産党が赤旗紙上でこの拝謁記を取り上げ
ていろいろと論評しているようであるが、この拝
謁記はあくまでも歴史資料として研究の対象とな
るべきものであって、現在の政治の場で政争の具
として取り上げるべきではないということだけは
断言できると私は考えている。

「描き残すという本能」について語るとすれば、
クロマニョン人達が残した洞窟壁画のことについ
て語るのを避けて通れない。クロマニョン人とは
後期旧石器時代の今から 4万 2000 年前から 1万
5000 年前頃にヨーロッパ大陸に居住していた人
類で、現代人に直接繋がっていくホモ・サピエン
スである。それ以前にヨーロッパに生息していた
とされるネアンデルタール人の遺跡から絵は発見
されていないが、クロマニョン人は現在のスペイ
ンやフランスを中心に多くの洞窟壁画を残してい
る。その中でも圧巻はフランス南西部にあるラス
コー洞窟の壁画群である。私はかねてよりこの洞
窟壁画には大変興味を持っていたので、平成 29
年 7 月に九州国立博物館でラスコー展が開催され
た時は、いの一番に出掛けていった。
ラスコー展では、三次元レーザースキャン技術
を駆使して再現された精巧な洞窟壁画が、現場の
雰囲気そのままに展示されていた。実際に展覧会
にお出掛けになられた読者の方も多いと思うので
その詳細を述べることは割愛するが、私にとって
は今までに経験したことがないくらい素晴らしい
感激的な展覧会であった。
壁画の素晴らしさはさて置き、私はこの絵がど
ういう動機で描かれたのかが不思議でならない。
絵が描かれた時期は、文字は勿論、農耕や牧畜も
ない 2万年前の狩猟採集時代である。動物にとっ
ての根源的営みは、「生きて（食べて寝て）子孫
を残す」ということであって、絵を描いたり、音
楽を奏でたりすることは生きることには必要では
ない。実際ヒト以外の動物は、芸術などに依存す
ることなく立派に繁栄している。
自分達の住居でもない洞窟の中に（クロマニョ

ン人達は洞窟内ではなく森に住んでいた）、壁画
を描くということは大変な作業である。たとえ洞
窟の壁がキャンパスに代替出来る白い方解石で形
成されていても、そこは明かりもない真っ暗闇の
世界なのである。当然のことであるが、絵を描く
ことで食物の採取が有利になるようなことはな
い。ただ莫大な労力と時間が必要なだけで、そこ
から得られる報酬は何もないとしか考えられない
のである。
「ヒトは描き残す動物である」などという格好
良い言葉による表現が何か軽薄なものに感じられ
るような神秘性を、私はラスコーの壁画群から感
じ取るだけであった。

これがかつて抱いてやったあの小さな女の子だろうか？

これがかつて抱いてやったあの小さな男の子だろうか？

自分が老いたことにも気がつかなかったが、二人は
いつの間に成長したのだろうか？

49 歳の時、長男が高等学校を、長女が中学校
を卒業した時の日記に私が書きつけていた「屋根
の上のヴァイオリン弾き」の一節である。このよ
うな歌の一節を書き留めていたことなどもう全く
忘れていたのであるが、たまたま手にした 31 年
前の日記を開いてそれを発見した時には懐かしさ
で一杯であった。この歌の一節が当時の私の心の
琴線に触れたのであろう。拝謁記のような価値が
ある記録ではなくても、記録が残っているからこ
そ 30 年前の感性を呼び起こすことが出来たので
ある。
いま私は 7年前に逝った虎の門病院インターン
時代の親しかった友人の思い出の記を書いてい
る。御遺族から執筆の依頼を受けた訳ではない。
九大時代、国立病院時代の友人についてはそれぞ
れに同門会誌があり追悼文を書く機会があったの
だが、インターン時代の他大学出身の友人に関し
ては、そのような文章を書く場がなかった。その
事が気になって仕方がなくなり、ただ書いている
だけのことである。八十路を迎えすべての欲望が
衰えていくなか、ただ唯一強くなるのが書き残し
ておきたいという欲望だけである。それがあと何
年続くかは問題であるが…。

サンライズ　サンセット

ラスコーの洞窟壁画
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数字の出てくる、ことわざや決まり文句
を、思い浮かべてみた。その中に、次に来る
数字と対になる言葉があり、面白く感じた。

一も二もなく
二人三脚
三寒四温
四捨五入
五臓六腑
六分儀使って七つの海へ
七転び八起き
十中八九
九重山
十人十色
十一面観音
十二単衣（ひとえ）
十三夜
恋するジュリエット 14 歳
十五少年漂流記
十六夜日記（いざよいにっき）

聖徳太子の十七条憲法
歌舞伎十八番
九十九島
怪人二十面相

一から二十まで、なんとか言葉をそろえ
た。なかでは、十四が難しかった。十四とい
う数字の入った文句が、見つからなかった。
これは年齢しかないと思い若い人、八百屋お
七、忠臣蔵の大石力などを調べたが、年齢は
分からなかった。そこで、ふとロミオとジュ
リエットが浮かび、ラムの「シェクスピア物
語」を読むと、ジュリエットがもうすぐ 14
歳になると書いてあった。
自動車のナンバープレートを見ると、おな
じ数字がならんだり、数字が續き番号になっ
ているのをよく見る。このように、他人が見
て覚えやすい番号を選ぶ人は、悪い人ではな
いだろう。

essay

元 医療法人誠十字病院
平衡神経科　医師 安田 宏一

数 と 遊 ぶ

七転び八起き
（姫だるま 金沢）
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Ｅｓｓａｙ

国立病院機構 都城医療センター
副院長 吉住 秀之

人体旅行記　腰（その三）

西洋神話の女性を例に挙げ、日本の柳腰こ
そ「いき」なのだと喝破した九鬼ですが、
欧米でもすらっとした女性はもてはやされ
ます。スーパーモデルといわれる女性の体
型は、およそ 178cm、体重 50kg（なんと
BMI15.8）だそうです。医学的に見るとどう
みてもやせすぎで不健康ですが、商業的には
彼女たちが身につけるファッションが話題に
なるところをみると、これは生物学でいう超
正常刺激となっているのでしょう。
さらに上をいくのが、バービー人形で
す。体重は不明ですが、身長は 167cm から
178cm で、ウエストは約 41cm、ヒップは約
74cmとほっそりとした、九鬼教授好みの腰
つきです（バービーは頭囲よりウエストの方
が小さい）。首回りも約 23cm と細い（しか
しバストは約 81cm とほぼ一般女性並み）。
手足も細身で、上腕周囲径が 17.8cm、前腕
周囲径 15.2cm とアメリカの平均的女性の
約 6 割弱、大腿周囲径 40.6cm、下腿周囲径
28cm、くるぶしが 15.2cm とアメリカの平均
的女性の 7割弱です。さらに脚の長さは腕よ
りも 50%も長いプロポーションです 1）。
この体型だとバービーは、頸が細すぎるた
め常に筋緊張性頭痛に悩まさされているで
しょうし、ウエストが細すぎるので、腸も圧
迫されているでしょう。脚が細くて長すぎる
ので転倒リスクが高く、体重を支える十分な

骨梁が発達していないでしょうから、いった
ん転倒するとかなり骨折リスクが高いと言え
ます。腕が細いので、懸垂すると肩が脱臼す
るかもしれません。ヒップが小さいというこ
とは骨盤が狭いので、難産であることは間違
いなく、帝王切開でなければ無事出産はでき
ないでしょう。女性の腰は「いき」でなくて
も適度に大きい方がいいでしょう。

1）Samantha Olson (2014)、Barbie’s body 

measurements set unrealistic goals for 

little girls: Sales plummet, https//www.

medicaldaily.com/pulse/barbies-body-

measurements-set-unrealistic-goals-for-

little-girls-sales-plummet-316006.

ちなみにわが国の代表的な人形であるリカ

ちゃんは、タカラトミーのホームページを

みると、身長142cm、体重34kgということ

だけが明記されています。小学5年生のリ

カちゃんのBMIは、16.9なのでかなりのや

せ型であると言えます。このままのプロ

ポーションで成長して165cmになると体重

は46kgになるので、スーパーモデル並み

の体格と言えるでしょう。リカちゃんの両

親においては、成長期のリカちゃんにしっ

かりと運動させて体重を適正にするよう育

ててもらいたいものです。
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◎私設病院協会

●福岡県私設病院協会・福岡県医療法人協会プラザ

令和元年８月福岡県私設病院協会の動き

◎看護部長会運営委員会
日　時　８月２日（金）午後３時
場　所　協会会議室
議　題

１．協議事項
⑴ 11月研修会について
⑵ 働き方改革について
⑶ 情報交換について　
⑷ その他

２．報告事項
⑴ 前回議事録について
⑵ 私設病院協会研修会について　
⑶ 私設病院協会６月～７月の動き

◎総務委員会
日　時　８月６日（火）午後３時
場　所　協会会議室
議　題 　

１．会長あいさつ　
２．協議事項

⑴（一社）全日病福岡事務局について
⑵ その他　

◎広報委員会

日　時　８月６日（火）午後３時45分
場　所　協会事務室
議　題

１．福私病ニュースの編集について
２．その他

◎理 事 会
日　時　８月６日（火）午後４時
場　所　協会会議室
議　題 　

１．会長あいさつ　
２．協議事項

⑴ 会員異動について
⑵ 行政団体委員、役員推薦について
⑶ 研修会について
⑷ 地域医療構想について
⑸ 総務省統一QR「JPQR」普及事業に

ついて
⑹ 会員の加入促進について　

３．報告事項
⑴ 私設病院協会 
⑵ 看護学校
⑶ 医療関連協業組合
⑷ 全日病本部・全日病福岡・日慢協連絡

◎研 修 会

日　時　８月29日（木）午後３時　
場　所　天神ビル　11階　10号会議室
演　題　医療法第25条第1項の規定に基づく

立入検査等について
講　師　福岡県保健医療介護部医療指導課

参事補佐 兼 医療指導係長 中村光宏氏
参加者　110施設　204名
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平成 7 年から当院へ入職し、途中 3 年程度在
宅強化型の訪問診療に携わらせて頂きました
が、やはり当院の精神科看護をもう一度実践し
たいという思いにかられ、再入職、現在まで
20 年以上精神科看護師として働かせてもらっ
ています。

元々の性格は、「いかにして、楽して、お金
を稼ぐか」が若い時の目標であったが、現実  
はそうそう甘くなく、最終的には定職にも就か
ず、その日暮らしの生活をしていました。

そんな自分が精神科看護と出会ったのは、姉
夫婦が精神科看護師をしており、声を掛けられ
たのがきっかけです。気づいた時には、あっと
いう間に入職、意気揚々とと言いたいところで
すが、またもや現実とぶつかります。

入職当時、看護補助者で当然入職いたしまし
たが、いつもの飽きやすい性格が出て、3 日間
は働きましたが翌日から 4 日間は色んな理由を
つけ休むという行動をごく当たり前のように
とっていました。「また辞めるんだろう」と自
分でも感じていた時に、姉から電話がかかって
きて「明日は絶対出勤するように」との指令が
下りました。若千の恐怖を感じつつ、 しかたな
く出勤いたしました。

再出勤後からは、欠勤する事もなく勤務を継
続できていましたが、この継続できた理由と精
神科にのめり込んでいった理由が一緒でした。

当時、看護補助者として掃除ばかりしていた
記憶がありますが、その時ある男性患者さんに
「にーちゃん、ちょっと来てん」と部屋に呼ば
れました。部屋に入るなり「これ見てん」と戦

争の写真集を見せられました。「これが俺たい」
と指差す先には、ゼロ戦の前で男性 2 人が写っ
ていたのです。素直と言うかなんというか、当
時の私は全く疑う事はなく、しかもその後に続
いた言葉が「戦争に出たから恩給が沢山あっ
て、元々会社もしてたから……ここ退院したら
また会社始めるから、今、若いもんに揚所を探
させてる。にーちゃんどうね？　俺が会社作っ
たら入らんね。ここよりは給料出すばい」「楽
をして稼ぐ」という元来の性格がニョキニョキ
と頭を出し、その言葉を信じ、その人との関係
を続けるためにも出勤はしなくてはならないと
いう状況になりました。

当時の自分は、当然精神科患者さんが長期間
入院しているとは知る由もなく、病院は病気が
治れば退院する楊所という認識が当然のように
ありました。

しかし、何日も何週間も何か月も待ちました
が、いっこうに退院する様子がなく、自分とし
ては、「退院しないという事は、その人が設立
する予定である会社が建たない、自分の転職先
がない」ということです。焦った私は、姉に「あ
の人は元気なのに何で退院しないのか」という
質間をしました。その時姉へ、会社への入職を
勧められている事等事実を打ち明けました。す
ると突然大笑いされました。そう、私はその時
に知ったのです。これが妄想というものだと。

その時精神科は面白いかも、奥が深いかもと
実感しました。その後も神経症圏内の患者さん
に、内服薬を一般名で言われ戸惑っている私に
対し「どうせお前にいっても薬の事とかわから

「精神科看護師としての原点」

医療法人泯江堂 油山病院
看護部

斎藤 孝則

福
精
協

の
広
場



28 ／ 「ほすぴたる」№ 740（2019 年９月号）

んやろうし」という言葉を投げかけられまし
た。怒りはなく、少なくともライセンスを持っ
て働いている以上「ちゃんと患者さんに説明で
きるようにならなくては」と思い、病院のご協

力の下、精神科認定看護師の資格を取得し、現
在に至っています。

時には原点に戻りながら、精神科医療に寄与
していけるようになりたいと考えています。



ほすぴたる9月号をお届けします。
今月号も、多くの皆様に貴重な原稿をお寄せいただ
き、実りの秋にふさわしい号を発刊することができま
した。著者の皆様に、心より御礼を申し上げます。と
くに、この度役員をご退任されました吉村恭幸先生に
は、当病院協会での30 年間にわたる貴重な体験をお
書きいただきました。また、特別寄稿として読者の方々
を魅了した、岡村健先生の「脚気論争」は今月号を
もって、終了となります。岡村先生、どうもありがとう
ございました。
雨天の続く真っただ中、8月31日（土）は、まさに
この日のためにと思われるような好天に恵まれ、当病
院協会の主催する第 13 回県民公開シンポジウムが北
九州市で開催されました。当番世話人の澄井俊彦先生
（国立病院機構小倉医療センター院長）の時宜を得
た企画により、聴衆の方々が大変熱心に、講演に耳を
傾けておられました。このシンポジウムの詳細は、本
誌 10月号で詳しく紹介されますので、どうぞ楽しみに
お待ちください。
さて、秋といえば、「月」。秋の月を歌った曲で思い
浮かぶのは、今年、生誕 140 周年を迎えた瀧廉太郎
の作詞・作曲になる『秋の月』という佳曲です。23 歳
でこの世を去った、彼の無念さが投影されたような、
淋しさがひしひしと感じられる曲です。私は、この曲
に深い思い出があります。平成 20 年に大分市で開か
れた瀧廉太郎記念コンクールの一般の部（声楽）に出
場したのですが、この時の課題曲が『秋の月』だった

のです。大分市の、iichiko 音の泉ホールという、立派
なホールで歌えたことは、忘れられない思い出となりま
した。結果は「2位」に入賞！　賞状を証拠としてお
示します。これは私の音楽歴に華やかな輝きをもたら
しました。
それで……、福岡に帰って来て、このコンクールのた
めに指導を受けた声楽の先生に報告に出向きました。
先生「結果はどうでした？」
私　「2位でした」。
先生「それはすごいね。で、一般の部の出場者は

全部で何人いたの？」
私　「ム、…………よ、よにん（４人）でした」。
先生「えっ？　そ、そうですか。４人でも、2位は、

2位ですからね」。
私　「ム、ム、ム……、に、2位はふたり（２人）

だったんです」とは………言えなかった。

（岡嶋泰一郎　記）

編 集 後 記

制　作　◎（株）梓　書　院
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＊お問合せは福岡県病院協会事務局（TEL 092-436-2312／E-mail fukuoka-kenbyou@globe.ocn.ne.jp）
　までお願いいたします。

受 講 料　会 員 病 院　　1人につき　2,500円
　　　　　会員外病院　　1人につき　3,500円

令和元年度第１回リハビリテーション研修会のご案内

場　　所　ナースプラザ福岡（福岡市東区馬出４丁目10－1）

開 催 日　令和元年10月19日（土） 12 ：45～16：30

⑴「急性期病院 ( 公的機関 ) における課題と対応」
国立病院機構九州医療センター 理学療法士長　梶原秀明 先生

⑵「回復期リハ病棟における課題と対応」
医療法人福岡桜十字桜十字福岡病院

回復期リハ病棟主任・理学療法士　日高健二 先生

⑶「リハビリテーション病棟運営上の課題と対応」
社会医療法人原土井病院　看護部長　真名子佐喜子 先生

⑷「リハビリ診療技術・最新機器導入における課題と対応」
特定医療法人社団三光会誠愛リハビリテーション病院　

作業療法士　久保拓哉先生
⑸「診療報酬請求上の課題と対応」

公益社団法人福岡県理学療法士会　理事　久原　聡 先生

令和元年10月９日（水）受講申込
締 切 日

講師：特定医療法人財団博愛会博愛会病院　副院長　岡崎哲也 先生
座長：医療法人共和会小倉リハビリテーション病院　院長　梅津祐一

基調講演

定　　員　500名（先着順に受付を行い、定員になり次第締め切ります）

「高次脳機能障害のリハビリテーション －安全な暮らしのために－」

シンポジウム

座長：医療法人社団誠仁会夫婦石病院　リハビリテーション部長　永友　靖
「リハビリテーションにおける診療・運営の課題と対応」

■ 総括討論


